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国へ意見書を提出しました

緊急事態宣言の影響を受ける飲食店等への支援を求める意見書

補正予算額　５億490万円減額（補正後総額212億2390万円）
各事業の実績及び決算見込みなどの調整。

『非核平和宣言都市』『男女共同参画
宣言都市』を市民一人ひとりが日常の
中で意識して目標に到達できるよう、
建設中の新庁舎へ常設の看板を設置
することを求めるもの。

新庁舎周辺に看板を設置する場所はあるのか。問
交通安全の問題も含め実際に新庁舎を使ってみない
とわからない。

答

委員質疑

●『非核平和宣言都市』『男女共同参画宣言都市』の
　常設看板の設置を決議することを求める【陳情】

新庁舎における会議室など
を、市民が利用できるように
するための条例制定。

使用料を決める上での考え方は。問
周辺の施設及び近隣の市町村を参考に決定した。答

委員質疑

●市庁舎会議室等の市民使用に関する条例

総務民生委員会

最低賃金の地域間格差をな
くし、抜本的に引き上げるこ
とと、中小企業支援策の拡充
を国に求めるもの。

採択され意見書が提出されることで本市への影響はある
のか。

問
市として影響はないが、企業によっては喜ばれるところも
あるだろうし、躊躇する企業もあると思われる。

答

委員質疑

●最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
　【請願】

定住促進集落活性化住宅８戸
のうち５戸を廃止するもの。
【市山第一・市山第二・今田第
一・ 大貫第一・有福温泉第一】

この事業での市内定住はどれくらいあったのか。問
４割の方が市内に定住されている。答
その地域に定住したのは何件か。問
１件。答

委員質疑

●定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に関する
　条例（一部改正）

建設経済委員会

令和2年度　  一般会計補正予算
（第13号）

中小企業等持続化応援金（第２弾）

6070万円
事業継続する意思のある企業・事業者に最大
６０万円給付するもの。

プレミアム付飲食券（第２弾）

2408万円
７月より市内飲食店で使えるプレミアム50％
の飲食券を販売する。

補正予算額　7149万円増額（補正後総額212億9540万円）
新型コロナウィルス感染症対策費を計上。

令和2年度　  一般会計補正予算
（第14号）

【最終日追加提案】

緊急事態宣言等地域以外の地域において厳しい経営環境にある飲食店に対し、緊急事態
宣言等地域と同様に飲食店向けの給付金を支給するとともに、緊急事態宣言等地域の飲
食店との取引に限定して実施する予定の「緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金」
を、緊急事態宣言等地域以外の飲食店との取引も対象とした制度に拡充すること。

新型コロナウイルス感染拡大を受けて、江津市をはじめとする島根県内の飲食店等は、極
めて厳しい経営環境に置かれている。このような状況を踏まえ、下記の事項に取り組むこ
とを強く求める。

記

45
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議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果【第1回臨時会】
議案番号 件　名

議決
結果
可決
〃
〃
〃

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
●
○
○

○
○
○
○

○
●
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○：賛成　  ●：反対

議 案 第 1 号
議 案 第 2 号
議 案 第 3 号
議 案 第 4 号

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明

石 

橋

　孝 

義

河 

野

　正 
行

藤 

田

　厚

田 
中

　直 

文

永 
岡

　静 

馬

森 
脇

　悦 

朗
工事請負契約の変更契約の締結について
財産の取得について
財産の取得について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第12号）を定めるこ
とについて

執
行
部
提
案

議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果【第2回定例会】
議案番号 件　名

議決
結果
同意
〃
〃
可決
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

不採択

不採択

可決

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

●

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

●

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

●

○

○
○
○
○
●
○
○
○

○

○
○

○

○
○
●
○
●
○

○

●

●

○

○
●

○

○

○

●

○

○

○
○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

●

○

○
○
○
○
●
○
○
○

○

○
○

○

○
○
●
○
●
○

○

●

●

○

○
●

○

○

○

●

○

○

○
○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

●

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

●

●

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○
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○
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○

○

○
○

●
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○
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○
○
○
○
○
○
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○
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馬
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脇
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朗
公平委員会委員の選任について
教育長の任命について
功労者の選定について
江津市ふるさとづくり寄付条例の一部を改正する条例制定について
江津市庁舎会議室等の市民使用に関する条例の制定について
江津市議会事務局条例の一部を改正する条例制定について
市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について
新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するための職
員の特殊勤務手当の特例に関する条例の制定について
江津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
江津市生活バス運行事業に関する条例の一部を改正する条例制
定について
江津市定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
工事請負契約の変更契約の締結について
令和３年度島根県江津市一般会計予算を定めることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予算を定め
ることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会計予算
を定めることについて
令和３年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計予算を定
めることについて
令和３年度島根県江津市公共下水道事業特別会計予算を定める
ことについて
令和３年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計予算を定め
ることについて
令和３年度島根県江津市水道事業会計予算を定めることについて
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第１３号）を定めるこ
とについて
令和２年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会計補正
予算（第２号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予算（第３
号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補正予算
(第３号)を定めることについて
令和２年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第２号)を定め
ることについて
財産の取得について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第１４号）を定めるこ
とについて
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」を国に
提出することを求める請願
『非核平和宣言都市』『男女共同参画宣言都市』の常設看板の設置
を決議することを求める陳情
緊急事態宣言の影響を受ける飲食店等への支援を求める意見書
の提出について

執
行
部
提
案

議
員

提
案

請
願
陳
情

本会議 における 賛成・反対意見

最低賃金の引き上げについては、一定の評価ができる
が、全国一律の是正や抜本的な引き上げを行うと、雇
用喪失の可能性があると考えられる。雇用調整助成
金などの支援や持続化応援金再支援の検討も行って
いるなど、中小企業にとって大変な時期でもあり、現
段階では雇用の確保が最優先であり、請願には反対。

若い世代の人口流出を止め、地方でも当たり前に暮ら
せる状況をつくるため、都市と地方での格差を解消
し、賃金水準を上げる必要がある。その前提として中
小企業への支援が求められる。反対意見では、意見
書にあるこの前提が無視されているが、長引く不況や
コロナ禍の影響から脱するにも、中小企業への支援は
有効であり、意見書の提出に賛成。

反対 多田 伸治坂手 洋介

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」を国に提出することを求める請願

請願第1号
不採択

賛成

これまでは横断幕やのぼり旗でしていた様々な広告・
啓発を、新庁舎では市道シビックセンタ一線沿いに
LED表示灯を設置し、市民の方々へ行うことにしてい
るため反対。

『非核平和宣言』は、平和への普遍的な市民の願いと
江津市議会の歴史的先見性を示している。『男女共同
参画宣言』は、ジェンダー平等というこれからのまちづ
くりの基本と課題を示している。市民一人ひとりが日
常的に意識し、目標達成できるよう、新庁舎にもこの
２つの指針を大きく掲げるべき。場所的にも、看板を
設置するのに支障・問題はないため賛成。

反対 森川 佳英山根 兼三郎

『非核平和宣言都市』『男女共同参画宣言都市』の
常設看板の設置を決議することを求める陳情

陳情第1号 不採択
賛成

新庁舎の「交流広場」と「多目的ホール」の使用に、
パレットごうつと同様の料金設定を課す条例案だが、
無料にすればこそ、利便性を向上させ、文化活動など
を活発にさせることができる。アクセスもよく、駐車場
も多くあることから、交流場所として市民にも歓迎さ
れる。市民の税金で建設された施設であり、市民の理
解が得られないため反対。

新庁舎の会議室を開放し市民の様々な活動の場とし
て開放することは、魅力や活力のあるまちづくりを目
指す一助になると考えられる。
市庁舎を開放するにあたって、市の業務への影響を考
慮する必要があり、それにかかわる規定や周辺施設な
どを踏まえた一定の使用料金を規定する条例を制定
することが必要であり賛成。

反対 坂手 洋介森川 佳英

市庁舎会議室等の市民使用に関する条例議案第6号 可決
賛成

新庁舎の備品購入についての契約を定めるものだが、これまで日本共産党江津市議団は新庁舎建設に
ついて、「防災対策としての新庁舎建設であるはずが、現庁舎よりも海岸線に近い低地に立地し、津波
被害を想定していない」と反対してきた。そもそもの前提に誤りがある建物に関わる契約のため、将来に
向けて警鐘を鳴らすという意図も込めて反対。

反対 多田 伸治

財産の取得について議案第2号 可決
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とについて
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公平委員会委員の選任について
教育長の任命について
功労者の選定について
江津市ふるさとづくり寄付条例の一部を改正する条例制定について
江津市庁舎会議室等の市民使用に関する条例の制定について
江津市議会事務局条例の一部を改正する条例制定について
市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について
新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するための職
員の特殊勤務手当の特例に関する条例の制定について
江津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
江津市生活バス運行事業に関する条例の一部を改正する条例制
定について
江津市定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
工事請負契約の変更契約の締結について
令和３年度島根県江津市一般会計予算を定めることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予算を定め
ることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会計予算
を定めることについて
令和３年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計予算を定
めることについて
令和３年度島根県江津市公共下水道事業特別会計予算を定める
ことについて
令和３年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計予算を定め
ることについて
令和３年度島根県江津市水道事業会計予算を定めることについて
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第１３号）を定めるこ
とについて
令和２年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別会計補正
予算（第２号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第３号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予算（第３
号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補正予算
(第３号)を定めることについて
令和２年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第２号)を定め
ることについて
財産の取得について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第１４号）を定めるこ
とについて
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」を国に
提出することを求める請願
『非核平和宣言都市』『男女共同参画宣言都市』の常設看板の設置
を決議することを求める陳情
緊急事態宣言の影響を受ける飲食店等への支援を求める意見書
の提出について

執
行
部
提
案

議
員

提
案

請
願
陳
情

本会議 における 賛成・反対意見

最低賃金の引き上げについては、一定の評価ができる
が、全国一律の是正や抜本的な引き上げを行うと、雇
用喪失の可能性があると考えられる。雇用調整助成
金などの支援や持続化応援金再支援の検討も行って
いるなど、中小企業にとって大変な時期でもあり、現
段階では雇用の確保が最優先であり、請願には反対。

若い世代の人口流出を止め、地方でも当たり前に暮ら
せる状況をつくるため、都市と地方での格差を解消
し、賃金水準を上げる必要がある。その前提として中
小企業への支援が求められる。反対意見では、意見
書にあるこの前提が無視されているが、長引く不況や
コロナ禍の影響から脱するにも、中小企業への支援は
有効であり、意見書の提出に賛成。

反対 多田 伸治坂手 洋介

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」を国に提出することを求める請願

請願第1号
不採択

賛成

これまでは横断幕やのぼり旗でしていた様々な広告・
啓発を、新庁舎では市道シビックセンタ一線沿いに
LED表示灯を設置し、市民の方々へ行うことにしてい
るため反対。

『非核平和宣言』は、平和への普遍的な市民の願いと
江津市議会の歴史的先見性を示している。『男女共同
参画宣言』は、ジェンダー平等というこれからのまちづ
くりの基本と課題を示している。市民一人ひとりが日
常的に意識し、目標達成できるよう、新庁舎にもこの
２つの指針を大きく掲げるべき。場所的にも、看板を
設置するのに支障・問題はないため賛成。

反対 森川 佳英山根 兼三郎

『非核平和宣言都市』『男女共同参画宣言都市』の
常設看板の設置を決議することを求める陳情

陳情第1号 不採択
賛成

新庁舎の「交流広場」と「多目的ホール」の使用に、
パレットごうつと同様の料金設定を課す条例案だが、
無料にすればこそ、利便性を向上させ、文化活動など
を活発にさせることができる。アクセスもよく、駐車場
も多くあることから、交流場所として市民にも歓迎さ
れる。市民の税金で建設された施設であり、市民の理
解が得られないため反対。

新庁舎の会議室を開放し市民の様々な活動の場とし
て開放することは、魅力や活力のあるまちづくりを目
指す一助になると考えられる。
市庁舎を開放するにあたって、市の業務への影響を考
慮する必要があり、それにかかわる規定や周辺施設な
どを踏まえた一定の使用料金を規定する条例を制定
することが必要であり賛成。

反対 坂手 洋介森川 佳英

市庁舎会議室等の市民使用に関する条例議案第6号 可決
賛成

新庁舎の備品購入についての契約を定めるものだが、これまで日本共産党江津市議団は新庁舎建設に
ついて、「防災対策としての新庁舎建設であるはずが、現庁舎よりも海岸線に近い低地に立地し、津波
被害を想定していない」と反対してきた。そもそもの前提に誤りがある建物に関わる契約のため、将来に
向けて警鐘を鳴らすという意図も込めて反対。

反対 多田 伸治

財産の取得について議案第2号 可決
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4つの指定管理のうち、定住促進住宅と都市再生住宅
については、島根県住宅供給公社に管理委託する条
例案だが、公社への委託と市直営で、経費の比較が
できていない。また、24時間対応の管理も、実際には
警備会社が請け負い、電話を１本かけてくれる程度の
差でしかない。公社への住民の評価がもともと低いこ
ともあり、市直営で管理すべきであるため反対。

指定管理候補者である桜江福祉会は、入居者やサー
ビス利用者との信頼関係を築いている。波子駅会館
運営委員会は最少の経費かつ最も能力が発揮できる
団体と考えられる。島根県住宅供給公社は専門知識
を持った職員が配置され、休日・祝日も24時間管理
体制により、きめ細かな住民サービスの提供が可能と
なっている。いずれの候補者も最も相応しい候補と認
められるため賛成。

反対 藤間 義明多田 伸治

公の施設に係る指定管理者の指定議案第16号 可決
賛成

ひとり親世帯臨時特別給付金の予算を減額している
が、ひとり親の世帯数を把握しておらず、十分な対応
となっていない。また、住宅耐震化が進まないのに、
当初予算から77％も減額する。補助が過少なのが耐
震化の進まない原因で、有効な対策を知りながら手を
打っていない。防災対策で庁舎を新築しながら、市民
の住宅の耐震化に目が向いておらず反対。

事業の実績、決算見込みによる補正である。
減額となる事業のうちコロナ禍のため行事が行えな
かったものもあるが、適正に事業実施した結果、減額
となっている。また、歳出の減額により、財政調整基
金や減債基金などから繰入金を減額し基金残高の確
保が図られており賛成。

反対 田中 利德多田 伸治

令和2年度 一般会計補正予算（第13号）議案第25号 可決
賛成

やればやるほど赤字となる管渠整備の費用が計上され
ている。収支のバランスを考えれば、やるべきではな
い無駄な公共事業。市民から預かる大事な税金をみす
みす失う管渠整備をやめて、公共下水道事業のあり方
を見直すべきであり反対。

歳入では受益者数増加により448万円増額、汚泥共
同処理施設運営負担金は3173万円減額され、一般
会計の負担が軽減されている。歳出では江津西処理
場の自家発電設備設計及び水道管支障移転補償費な
どで130万円を減額。適正と認め賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和2年度 公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）議案第29号 可決
賛成

当初予算案であるのに新型コロナウイルス対策が薄
く、検査体制の構築や災害時の避難所対策、基金を
活用しての独自の経済支援などが不十分。貧困対策と
しての庁内連携も弱く、子どもの医療費助成は依然と
して県内最低で、街路灯への支出もなく、落石対策は
削減されている。また、増大する地方債の返済計画も
定かでない当初予算案となっており反対。

地域コミュニティ活性化事業は具体的な説明もできな
い。不便な生活交通バス事業には新たな取り組みが
ない。済生会を支援するものの院内の意識改革が進
まない。川越の地域コミュニティ交流センター建て替
えでは、昭和47年災の被害を無視し、かさ上げが不
十分。住宅耐震化や空家対策は進めるつもりがない。
こういった問題があるため反対。

反対 多田 伸治森川 佳英

令和3年度 一般会計予算議案第18号 可決
反対

予算総額９億1446万円のうち、３億9600万円をや
ればやるほど赤字となる管渠整備に投じ、一般会計か
ら２億5345万円も繰り入れる異常な予算。管渠整備
から合併浄化槽整備へ切り替えれば、繰り入れなしで
も、倍以上の世帯で汚水処理が可能となるのに、管渠
整備を進めようとしている。将来的な市民の負担増を
招く可能性もあり反対。

県の下水道構想に基づく公共下水道事業の予算。
自然災害に対応するための自家発電設備設置工事
や、安定的な経営を目指すための公営企業会計導入
に向けた準備などが含まれる。現有施設を最大限に
有効活用できる規模を念頭におき、事業を進めてい
る。安定的な汚水処理確保のため、必要な予算であり
賛成。

反対 鍛治 恵巳子多田 伸治

令和３年度 公共下水道事業特別会計予算議案第22号 可決
賛成

本会議 における 賛成・反対意見

令和3年度一般会計予算は、新庁舎建設という大型事業が終了したことに伴い、予算
規模も平年ベースに戻っている。一方、本市の最重要課題である「人口減少対策」に
ついては、新規事業はないものの、コロナ禍にあっても事業を継続。また、将来の本市
の財政の健全性を念頭におき、緊急性や優先度を見極めながら編成。緊急性や優先
度で言うなら、今、最も重要なのは、新型コロナウイルス感染症対策で、本予算には、
ワクチン接種費が計上されており賛成。

河野 正行賛成

高齢者の貧困が社会的問題となっているのに、市とし
て広域連合へ対策を求めることもなく、施策へなんら
の反映もない。広域連合から任されている事務処理に
対応するだけで、主体的に市民・高齢者の暮らしを向
上させる自治体の役割を果たしていない。厳しい経済
状況に置かれた市民の実情が反映されないため反対。

保険料の収納や各種申請書の受付事務、事業の運営
主体である広域連合への療養給付費負担金の納付な
ど、後期高齢者医療被保険者の方へ医療給付を適正
に行うために必要な予算と認められるので賛成。

反対 永岡 静馬多田 伸治

令和３年度 後期高齢者医療特別会計予算議案第21号 可決
賛成
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4つの指定管理のうち、定住促進住宅と都市再生住宅
については、島根県住宅供給公社に管理委託する条
例案だが、公社への委託と市直営で、経費の比較が
できていない。また、24時間対応の管理も、実際には
警備会社が請け負い、電話を１本かけてくれる程度の
差でしかない。公社への住民の評価がもともと低いこ
ともあり、市直営で管理すべきであるため反対。

指定管理候補者である桜江福祉会は、入居者やサー
ビス利用者との信頼関係を築いている。波子駅会館
運営委員会は最少の経費かつ最も能力が発揮できる
団体と考えられる。島根県住宅供給公社は専門知識
を持った職員が配置され、休日・祝日も24時間管理
体制により、きめ細かな住民サービスの提供が可能と
なっている。いずれの候補者も最も相応しい候補と認
められるため賛成。

反対 藤間 義明多田 伸治

公の施設に係る指定管理者の指定議案第16号 可決
賛成

ひとり親世帯臨時特別給付金の予算を減額している
が、ひとり親の世帯数を把握しておらず、十分な対応
となっていない。また、住宅耐震化が進まないのに、
当初予算から77％も減額する。補助が過少なのが耐
震化の進まない原因で、有効な対策を知りながら手を
打っていない。防災対策で庁舎を新築しながら、市民
の住宅の耐震化に目が向いておらず反対。

事業の実績、決算見込みによる補正である。
減額となる事業のうちコロナ禍のため行事が行えな
かったものもあるが、適正に事業実施した結果、減額
となっている。また、歳出の減額により、財政調整基
金や減債基金などから繰入金を減額し基金残高の確
保が図られており賛成。

反対 田中 利德多田 伸治

令和2年度 一般会計補正予算（第13号）議案第25号 可決
賛成

やればやるほど赤字となる管渠整備の費用が計上され
ている。収支のバランスを考えれば、やるべきではな
い無駄な公共事業。市民から預かる大事な税金をみす
みす失う管渠整備をやめて、公共下水道事業のあり方
を見直すべきであり反対。

歳入では受益者数増加により448万円増額、汚泥共
同処理施設運営負担金は3173万円減額され、一般
会計の負担が軽減されている。歳出では江津西処理
場の自家発電設備設計及び水道管支障移転補償費な
どで130万円を減額。適正と認め賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和2年度 公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）議案第29号 可決
賛成

当初予算案であるのに新型コロナウイルス対策が薄
く、検査体制の構築や災害時の避難所対策、基金を
活用しての独自の経済支援などが不十分。貧困対策と
しての庁内連携も弱く、子どもの医療費助成は依然と
して県内最低で、街路灯への支出もなく、落石対策は
削減されている。また、増大する地方債の返済計画も
定かでない当初予算案となっており反対。

地域コミュニティ活性化事業は具体的な説明もできな
い。不便な生活交通バス事業には新たな取り組みが
ない。済生会を支援するものの院内の意識改革が進
まない。川越の地域コミュニティ交流センター建て替
えでは、昭和47年災の被害を無視し、かさ上げが不
十分。住宅耐震化や空家対策は進めるつもりがない。
こういった問題があるため反対。

反対 多田 伸治森川 佳英

令和3年度 一般会計予算議案第18号 可決
反対

予算総額９億1446万円のうち、３億9600万円をや
ればやるほど赤字となる管渠整備に投じ、一般会計か
ら２億5345万円も繰り入れる異常な予算。管渠整備
から合併浄化槽整備へ切り替えれば、繰り入れなしで
も、倍以上の世帯で汚水処理が可能となるのに、管渠
整備を進めようとしている。将来的な市民の負担増を
招く可能性もあり反対。

県の下水道構想に基づく公共下水道事業の予算。
自然災害に対応するための自家発電設備設置工事
や、安定的な経営を目指すための公営企業会計導入
に向けた準備などが含まれる。現有施設を最大限に
有効活用できる規模を念頭におき、事業を進めてい
る。安定的な汚水処理確保のため、必要な予算であり
賛成。

反対 鍛治 恵巳子多田 伸治

令和３年度 公共下水道事業特別会計予算議案第22号 可決
賛成

本会議 における 賛成・反対意見

令和3年度一般会計予算は、新庁舎建設という大型事業が終了したことに伴い、予算
規模も平年ベースに戻っている。一方、本市の最重要課題である「人口減少対策」に
ついては、新規事業はないものの、コロナ禍にあっても事業を継続。また、将来の本市
の財政の健全性を念頭におき、緊急性や優先度を見極めながら編成。緊急性や優先
度で言うなら、今、最も重要なのは、新型コロナウイルス感染症対策で、本予算には、
ワクチン接種費が計上されており賛成。

河野 正行賛成

高齢者の貧困が社会的問題となっているのに、市とし
て広域連合へ対策を求めることもなく、施策へなんら
の反映もない。広域連合から任されている事務処理に
対応するだけで、主体的に市民・高齢者の暮らしを向
上させる自治体の役割を果たしていない。厳しい経済
状況に置かれた市民の実情が反映されないため反対。

保険料の収納や各種申請書の受付事務、事業の運営
主体である広域連合への療養給付費負担金の納付な
ど、後期高齢者医療被保険者の方へ医療給付を適正
に行うために必要な予算と認められるので賛成。

反対 永岡 静馬多田 伸治

令和３年度 後期高齢者医療特別会計予算議案第21号 可決
賛成
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ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

【
伝
統
文
化
・
文
化
財
の
保
護
】

Q
．市
内
の
文
化
財
な
ど
の
状
況
は
。

A
．指
定
文
化
財
が
64
件
、登
録
有
形

文
化
財
が
36
件
。旧
都
野
津
町
役

場
と
藤
代
酒
店
の
主
屋
な
ど
が
登

録
。山
中
の
お
改
め
と
シ
シ
狩
り
行

事
が
選
択
。

Q
．文
化
財
と
し
て
の
空
家
保
護
は
。

A
．所
有
者
か
ら
の
連
絡
で
専
門
職
員

が
調
査
し
、貴
重
な
も
の
な
ら
、承

諾
を
得
て
寄
贈
し
て
も
ら
う
。年
間

で
数
件
程
度
実
施
。

Q
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
推
進
の

目
的
は

A
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り

地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

森川 和英

Q
．今
後
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
の
重
点
は
。

A
．介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、多
様
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
中
、医
療
・
介
護
の
連
携
は
介

護
予
防
・
重
症
化
防
止
・
認
知
症

対
策
の
観
点
か
ら
最
重
要
と
考

え
る
。

【
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

Q
．下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
．快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
と
水
環

境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
。ま
た
、使

用
す
る
市
民
に
と
っ
て
は
、維
持

管
理
費
な
ど
が
合
併
浄
化
槽
よ
り

安
い
。

Q
．整
備
計
画
区
域
の
住
民
へ
の
説

明
を
。

A
．令
和
３
年
度
で
は
、二
宮
町
の
一

部
で
整
備
を
行
う
計
画
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、説
明
会
で
は
な
く
、図
面
付

き
の
文
書
を
回
覧
し
た
い
。

【
市
民
の
学
び
に
つ
い
て
】

Q
．市
民
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

A
．人
は
一
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。学
び
を
通
じ
て
自
己
有
用
感

や
自
己
肯
定
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
、自
身
の
成
長
や
社
会
の
要
請
に

応
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

意
義
あ
る
活
動
だ
と
考
え
る
。

Q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
は

A
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
機

関
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
る

坂手 洋介

Q
．高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
対
し
、

農
業
を
守
り
持
続
さ
せ
る「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」の
取
り
組
み
状
況
は
。

A
．令
和
元
年
度
に
３
集
落
が
実
質
化

を
図
り
、現
時
点
で
は
39
集
落
が

話
し
合
い
を
終
え
た
。令
和
２
年

度
３
月
末
ま
で
に
全
集
落
で
実
質

化
を
図
る
。

Q
．ふ
る
さ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
め
ぐ
み

の
雇
用
確
保
や
担
い
手
不
足
へ
の

対
策
と
し
て
の
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」に
よ
る
地
域
と
の
連
携
は
。

A
．め
ぐ
み
に
は
、農
業
の
担
い
手
と
し

て
の
参
入
に
期
待
の
声
が
あ
る
。将

来
的
に
耕
作
地
を
担
い
手
ご
と
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
情
報
共
有
し
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」を
活
用
し
た
い
。

Q
．ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
更
新
を
。

A
．関
係
機
関
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

整
備
方
針
を
策
定
す
る
。

【
自
死
問
題
と
対
策
】

Q
．自
死
の
現
状
の
把
握
は
。

A
．令
和
元
年
ま
で
の
５
年
間
の
平
均

は
、人
口
10
万
人
あ
た
り
23
・
７

人
と
全
国
や
県
の
平
均
と
比
較
し

て
高
い
状
況
。

Q
．自
死
対
策
専
任
部
署
の
設
置
を
。

A
．江
津
市
自
死
対
策
連
絡
協
議
会
や

自
死
対
策
連
絡
会
の
事
務
局
を
所

管
し
て
お
り
、様
々
な
相
談
に
関
係

部
署
で
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

Q
農
業
従
事
者
の
戸
数
と
平
均
年
齢

及
び
後
継
者
の
現
状
は

A
農
家
は
８
３
０
戸
、平
均
年
齢
は

73
・
４
歳
で
78
％
が
後
継
者
な
し

植田 好雄 旧都野津町役場

GO▶つくる大学での風景

ライスセンター

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）
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Q
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
発

足
状
況
と
課
題
は
。

A
．20
地
区
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
発
足
。定
年
延
長
な
ど
に
伴
い
、

担
い
手
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

Q
．地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
と

の
協
働
の
状
況
は
。

A
．ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
で
の
合
意
形
成
を

促
進
す
る
な
ど
、職
員
が
出
向
い

て
支
援
し
て
い
る
。Ｊ
Ｒ
駅
舎
開
設

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
協
働
で

実
施
し
た
。

Q
．セ
ン
タ
ー
長
と
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
処
遇
は
。

A
．公
民
館
と
比
べ
役
割
が
増
え
て
お

り
、支
給
を
増
額
し
て
い
る
。地

域
の
役
員
と
し
て
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

【
伝
統
文
化
・
文
化
財
の
保
護
】

Q
．市
内
の
文
化
財
な
ど
の
状
況
は
。

A
．指
定
文
化
財
が
64
件
、登
録
有
形

文
化
財
が
36
件
。旧
都
野
津
町
役

場
と
藤
代
酒
店
の
主
屋
な
ど
が
登

録
。山
中
の
お
改
め
と
シ
シ
狩
り
行

事
が
選
択
。

Q
．文
化
財
と
し
て
の
空
家
保
護
は
。

A
．所
有
者
か
ら
の
連
絡
で
専
門
職
員

が
調
査
し
、貴
重
な
も
の
な
ら
、承

諾
を
得
て
寄
贈
し
て
も
ら
う
。年
間

で
数
件
程
度
実
施
。

Q
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
推
進
の

目
的
は

A
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り

地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

森川 和英

Q
．今
後
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
の
重
点
は
。

A
．介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、多
様
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
中
、医
療
・
介
護
の
連
携
は
介

護
予
防
・
重
症
化
防
止
・
認
知
症

対
策
の
観
点
か
ら
最
重
要
と
考

え
る
。

【
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

Q
．下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
．快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
と
水
環

境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
。ま
た
、使

用
す
る
市
民
に
と
っ
て
は
、維
持

管
理
費
な
ど
が
合
併
浄
化
槽
よ
り

安
い
。

Q
．整
備
計
画
区
域
の
住
民
へ
の
説

明
を
。

A
．令
和
３
年
度
で
は
、二
宮
町
の
一

部
で
整
備
を
行
う
計
画
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、説
明
会
で
は
な
く
、図
面
付

き
の
文
書
を
回
覧
し
た
い
。

【
市
民
の
学
び
に
つ
い
て
】

Q
．市
民
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

A
．人
は
一
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。学
び
を
通
じ
て
自
己
有
用
感

や
自
己
肯
定
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
、自
身
の
成
長
や
社
会
の
要
請
に

応
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

意
義
あ
る
活
動
だ
と
考
え
る
。

Q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
は

A
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
機

関
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
る

坂手 洋介

Q
．高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
対
し
、

農
業
を
守
り
持
続
さ
せ
る「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」の
取
り
組
み
状
況
は
。

A
．令
和
元
年
度
に
３
集
落
が
実
質
化

を
図
り
、現
時
点
で
は
39
集
落
が

話
し
合
い
を
終
え
た
。令
和
２
年

度
３
月
末
ま
で
に
全
集
落
で
実
質

化
を
図
る
。

Q
．ふ
る
さ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
め
ぐ
み

の
雇
用
確
保
や
担
い
手
不
足
へ
の

対
策
と
し
て
の
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」に
よ
る
地
域
と
の
連
携
は
。

A
．め
ぐ
み
に
は
、農
業
の
担
い
手
と
し

て
の
参
入
に
期
待
の
声
が
あ
る
。将

来
的
に
耕
作
地
を
担
い
手
ご
と
に

ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
情
報
共
有
し
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」を
活
用
し
た
い
。

Q
．ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
更
新
を
。

A
．関
係
機
関
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

整
備
方
針
を
策
定
す
る
。

【
自
死
問
題
と
対
策
】

Q
．自
死
の
現
状
の
把
握
は
。

A
．令
和
元
年
ま
で
の
５
年
間
の
平
均

は
、人
口
10
万
人
あ
た
り
23
・
７

人
と
全
国
や
県
の
平
均
と
比
較
し

て
高
い
状
況
。

Q
．自
死
対
策
専
任
部
署
の
設
置
を
。

A
．江
津
市
自
死
対
策
連
絡
協
議
会
や

自
死
対
策
連
絡
会
の
事
務
局
を
所

管
し
て
お
り
、様
々
な
相
談
に
関
係

部
署
で
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

Q
農
業
従
事
者
の
戸
数
と
平
均
年
齢

及
び
後
継
者
の
現
状
は

A
農
家
は
８
３
０
戸
、平
均
年
齢
は

73
・
４
歳
で
78
％
が
後
継
者
な
し

植田 好雄 旧都野津町役場

GO▶つくる大学での風景

ライスセンター

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）
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Q
．市
内
で
の
60
歳
以
下
の
農
業
就

労
人
口
は
約
30
人
。こ
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

A
．専
業
で
な
く
、兼
業
も
含
め
て
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
．市
内
で
の
家
族
間
の
農
業
経
営

の
移
譲
の
実
態
は
。

A
．78
％
の
農
家
が「
後
継
者
が
い
な

い
」と
回
答
。後
継
者
に
つ
い
て
は

「
子
ど
も
は
手
伝
っ
て
く
れ
る
が
、

農
業
を
継
い
で
く
れ
な
い
」と
言

わ
れ
る
。

Q
．女
性
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A
．家
庭
菜
園
も
含
め
、家
族
に
安
心
・

安
全
な
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
、取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
思

う
。有
機
農
業
の
取
り
組
み
へ
多

く
の
女
性
に
入
っ
て
も
ら
い
、で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
。

Q
．日
本
の
農
地
生
産
力
は
高
く
、狭

い
土
地
で
た
く
さ
ん
の
人
を
養

う
小
農
家
を
長
く
や
っ
て
き
た
。

こ
の
力
を
活
か
せ
ば
食
料
自
給

率
向
上
が
で
き
る
。遊
休
地
・
耕

作
放
棄
地
の
再
利
用
は
。

A
．有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
た
桑

栽
培
や
遊
休
水
田
を
活
用
し
た
苔

栽
培
が
あ
る
。米
に
代
わ
る
高
収

益
作
物
と
し
て
、地
元
生
産
者
が

共
同
で
取
り
組
む
ソ
バ
や
エ
ゴ
マ
栽

培
が
あ
る
。

Q
市
内
で
の
家
族
間
の
農
業
経
営
の

移
譲
の
実
態
は

A
78
％
の
農
家
が

「
後
継
者
が
い
な
い
」

森川 佳英

Q
．江
の
川
か
ら
の
逆
流
対
策
の
田

津
谷
川
で
の
仮
締
切
の
計
画
は
。

A
．国
土
交
通
省
は
、今
年
６
月
の
出

水
期
ま
で
に
工
事
を
完
成
さ
せ
、

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
た
い
と

し
て
い
る
。

Q
．鹿
賀
・
川
越
・
谷
住
郷
の
パ
イ
ピ

ン
グ
現
象
の
分
析
と
対
応
は
。

A
．昨
年
10
月
上
旬
か
ら
地
質
調
査
に

入
り
、透
水
層
や
地
下
水
の
経
路

の
位
置
を
特
定
し
、そ
れ
を
遮
水

す
る
。現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析

す
る
学
術
調
査
が
行
わ
れ
、分
析

結
果
を
こ
れ
か
ら
取
り
ま
と
め
、情

報
提
供
の
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

Q
．防
災
対
策
に
つ
い
て
の
住
民
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

A
．住
民
の
希
望
は
、堤
防
整
備
が

45
％
、家
屋
移
転
が
27
％
、宅
地

か
さ
上
げ
が
16
％
だ
っ
た
。

Q
．早
期
築
堤
や
洪
水
対
応
が
必
要

だ
が
、無
堤
防
地
区
で
行
わ
れ
た

住
民
説
明
会
で
の
意
見
は
。

A
．「
堤
防
整
備
を
早
く
、長
く
待
て

な
い
」「
高
齢
で
あ
り
、多
大
な
負

担
は
困
難
」「
具
体
的
な
計
画
案

を
示
し
て
ほ
し
い
」「
移
転
に
か
か

る
経
費
や
補
償
内
容
が
知
り
た

い
」な
ど
が
あ
っ
た
。

Q
江
の
川
水
系
治
水
事
業
で
流
域
治

水
協
議
会
の
取
組
み
と
対
応
は

A
本
格
的
に
治
水
事
業
に
取
り
組
む

た
め
組
織
の
体
制
強
化
を
図
る

藤田 厚

Q
．市
議
会
で
昨
年
12
月
に
江
津
中

学
校
３
年
生
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
際
、要
望
で
多
か
っ
た

の
が
街
路
灯
の
設
置
だ
っ
た
。令

和
２
年
度
で
市
が
新
設
し
た
街

路
灯
は
い
く
つ
か
。

A
．要
望
が
な
か
っ
た
た
め
、街
路
灯

の
新
設
は
な
い
。

Q
．中
学
生
に
は
要
望
が
あ
る
。教
育
委

員
会
は
要
望
に
ど
う
対
応
し
た
か
。

A
．中
学
校
か
ら
、道
路
が
暗
い
と
報

告
が
３
カ
所
あ
り
、防
犯
的
要
素

も
あ
る
た
め
、防
犯
灯
の
設
置
と

し
た
。設
置
に
は
、地
域
で
の
利
害

や
財
政
的
課
題
が
あ
り
、対
策
が

進
ん
で
い
な
い
。

Q
．学
校
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
も
新
設
さ

れ
ず
、「
要
望
が
な
か
っ
た
」と
さ
れ

て
い
る
。土
木
建
設
課
と
教
育
委
員

会
の
連
携
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

A
．学
校
か
ら
の
緊
急
の
要
望
に
は
、そ

の
都
度
、土
木
建
設
課
と
教
育
委

員
会
で
協
議
し
、対
応
し
て
い
る
。

Q
．具
体
的
な
場
所
を
指
摘
し
た
街

路
灯
設
置
の
要
望
が
あ
る
。令
和

３
年
度
で
の
新
設
を
。

A
．要
望
が
あ
れ
ば
、学
校
・
教
育
委

員
会
・
道
路
管
理
者
・
警
察
な
ど

で
構
成
す
る
通
学
路
安
全
推
進
会

議
に
諮
る
。土
木
建
設
課
か
通
学

路
安
全
推
進
会
議
へ
要
望
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

Q
中
学
生
が
要
望
す
る

街
路
灯
の
新
設
を

A
土
木
建
設
課
か
通
学
路
安
全
推
進
会
議
へ

要
望
を
出
し
て
も
ら
い
た
い

多田 伸治

Q
．市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
公
園

整
備
を
。

A
．公
園
整
備
に
対
す
る
要
望
は
高
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
は
、「
居
住
拠
点
地
区
で
の
街
区

公
園
の
整
備
や
子
育
て
支
援
施
設

等
の
少
な
い
地
区
に
お
い
て
は
、優

先
的
に
小
公
園
の
整
備
に
努
め

る
」と
し
た
。

Q
．老
朽
化
や
塗
装
が
は
が
れ
て
い
る

な
ど
、危
険
な
遊
具
へ
の
対
策
を
。

A
．安
全
管
理
士
に
よ
る
遊
具
の
安
全

性
の
点
検
・
判
断
を
定
期
的
に
実

施
。安
全
性
の
低
下
や
部
材
の
劣

化
な
ど
、修
繕
・
対
策
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
遊
具
は
、度
合
い
に

よ
り
使
用
制
限
・
補
修
・
安
全
対

策
を
実
施
す
る
。安
全
を
確
保
で

き
な
い
遊
具
は
、交
付
金
を
活
用

し
、更
新
・
撤
去
な
ど
で
対
応
。

【
自
死
・Ｄ
Ｖ
対
策
】

Q
．全
国
で
も
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
、昨

年
の
同
時
期
の
約
１
・
５
倍
。　

本
市
の
Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
は
。

A
．子
育
て
支
援
課
へ
の
Ｄ
Ｖ
に
関
す

る
相
談
の
延
べ
件
数
は
、平
成
30

年
度
は
４
件
、令
和
元
年
度
は
６

件
、令
和
２
年
度
は
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
で
４
件
で
あ
り
、新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

Q
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

A
小
公
園
整
備
の
必
要
性
と
可
能
性
を

念
頭
に
、都
市
計
画
を
推
進
し
た
い
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Q
．市
内
で
の
60
歳
以
下
の
農
業
就

労
人
口
は
約
30
人
。こ
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

A
．専
業
で
な
く
、兼
業
も
含
め
て
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
．市
内
で
の
家
族
間
の
農
業
経
営

の
移
譲
の
実
態
は
。

A
．78
％
の
農
家
が「
後
継
者
が
い
な

い
」と
回
答
。後
継
者
に
つ
い
て
は

「
子
ど
も
は
手
伝
っ
て
く
れ
る
が
、

農
業
を
継
い
で
く
れ
な
い
」と
言

わ
れ
る
。

Q
．女
性
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A
．家
庭
菜
園
も
含
め
、家
族
に
安
心
・

安
全
な
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
、取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
思

う
。有
機
農
業
の
取
り
組
み
へ
多

く
の
女
性
に
入
っ
て
も
ら
い
、で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
。

Q
．日
本
の
農
地
生
産
力
は
高
く
、狭

い
土
地
で
た
く
さ
ん
の
人
を
養

う
小
農
家
を
長
く
や
っ
て
き
た
。

こ
の
力
を
活
か
せ
ば
食
料
自
給

率
向
上
が
で
き
る
。遊
休
地
・
耕

作
放
棄
地
の
再
利
用
は
。

A
．有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
た
桑

栽
培
や
遊
休
水
田
を
活
用
し
た
苔

栽
培
が
あ
る
。米
に
代
わ
る
高
収

益
作
物
と
し
て
、地
元
生
産
者
が

共
同
で
取
り
組
む
ソ
バ
や
エ
ゴ
マ
栽

培
が
あ
る
。

Q
市
内
で
の
家
族
間
の
農
業
経
営
の

移
譲
の
実
態
は

A
78
％
の
農
家
が

「
後
継
者
が
い
な
い
」

森川 佳英

Q
．江
の
川
か
ら
の
逆
流
対
策
の
田

津
谷
川
で
の
仮
締
切
の
計
画
は
。

A
．国
土
交
通
省
は
、今
年
６
月
の
出

水
期
ま
で
に
工
事
を
完
成
さ
せ
、

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
た
い
と

し
て
い
る
。

Q
．鹿
賀
・
川
越
・
谷
住
郷
の
パ
イ
ピ

ン
グ
現
象
の
分
析
と
対
応
は
。

A
．昨
年
10
月
上
旬
か
ら
地
質
調
査
に

入
り
、透
水
層
や
地
下
水
の
経
路

の
位
置
を
特
定
し
、そ
れ
を
遮
水

す
る
。現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析

す
る
学
術
調
査
が
行
わ
れ
、分
析

結
果
を
こ
れ
か
ら
取
り
ま
と
め
、情

報
提
供
の
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

Q
．防
災
対
策
に
つ
い
て
の
住
民
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

A
．住
民
の
希
望
は
、堤
防
整
備
が

45
％
、家
屋
移
転
が
27
％
、宅
地

か
さ
上
げ
が
16
％
だ
っ
た
。

Q
．早
期
築
堤
や
洪
水
対
応
が
必
要

だ
が
、無
堤
防
地
区
で
行
わ
れ
た

住
民
説
明
会
で
の
意
見
は
。

A
．「
堤
防
整
備
を
早
く
、長
く
待
て

な
い
」「
高
齢
で
あ
り
、多
大
な
負

担
は
困
難
」「
具
体
的
な
計
画
案

を
示
し
て
ほ
し
い
」「
移
転
に
か
か

る
経
費
や
補
償
内
容
が
知
り
た

い
」な
ど
が
あ
っ
た
。

Q
江
の
川
水
系
治
水
事
業
で
流
域
治

水
協
議
会
の
取
組
み
と
対
応
は

A
本
格
的
に
治
水
事
業
に
取
り
組
む

た
め
組
織
の
体
制
強
化
を
図
る

藤田 厚

Q
．市
議
会
で
昨
年
12
月
に
江
津
中

学
校
３
年
生
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
際
、要
望
で
多
か
っ
た

の
が
街
路
灯
の
設
置
だ
っ
た
。令

和
２
年
度
で
市
が
新
設
し
た
街

路
灯
は
い
く
つ
か
。

A
．要
望
が
な
か
っ
た
た
め
、街
路
灯

の
新
設
は
な
い
。

Q
．中
学
生
に
は
要
望
が
あ
る
。教
育
委

員
会
は
要
望
に
ど
う
対
応
し
た
か
。

A
．中
学
校
か
ら
、道
路
が
暗
い
と
報

告
が
３
カ
所
あ
り
、防
犯
的
要
素

も
あ
る
た
め
、防
犯
灯
の
設
置
と

し
た
。設
置
に
は
、地
域
で
の
利
害

や
財
政
的
課
題
が
あ
り
、対
策
が

進
ん
で
い
な
い
。

Q
．学
校
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
も
新
設
さ

れ
ず
、「
要
望
が
な
か
っ
た
」と
さ
れ

て
い
る
。土
木
建
設
課
と
教
育
委
員

会
の
連
携
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

A
．学
校
か
ら
の
緊
急
の
要
望
に
は
、そ

の
都
度
、土
木
建
設
課
と
教
育
委

員
会
で
協
議
し
、対
応
し
て
い
る
。

Q
．具
体
的
な
場
所
を
指
摘
し
た
街

路
灯
設
置
の
要
望
が
あ
る
。令
和

３
年
度
で
の
新
設
を
。

A
．要
望
が
あ
れ
ば
、学
校
・
教
育
委

員
会
・
道
路
管
理
者
・
警
察
な
ど

で
構
成
す
る
通
学
路
安
全
推
進
会

議
に
諮
る
。土
木
建
設
課
か
通
学

路
安
全
推
進
会
議
へ
要
望
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

Q
中
学
生
が
要
望
す
る

街
路
灯
の
新
設
を

A
土
木
建
設
課
か
通
学
路
安
全
推
進
会
議
へ

要
望
を
出
し
て
も
ら
い
た
い

多田 伸治

Q
．市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
公
園

整
備
を
。

A
．公
園
整
備
に
対
す
る
要
望
は
高
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
は
、「
居
住
拠
点
地
区
で
の
街
区

公
園
の
整
備
や
子
育
て
支
援
施
設

等
の
少
な
い
地
区
に
お
い
て
は
、優

先
的
に
小
公
園
の
整
備
に
努
め

る
」と
し
た
。

Q
．老
朽
化
や
塗
装
が
は
が
れ
て
い
る

な
ど
、危
険
な
遊
具
へ
の
対
策
を
。

A
．安
全
管
理
士
に
よ
る
遊
具
の
安
全

性
の
点
検
・
判
断
を
定
期
的
に
実

施
。安
全
性
の
低
下
や
部
材
の
劣

化
な
ど
、修
繕
・
対
策
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
遊
具
は
、度
合
い
に

よ
り
使
用
制
限
・
補
修
・
安
全
対

策
を
実
施
す
る
。安
全
を
確
保
で

き
な
い
遊
具
は
、交
付
金
を
活
用

し
、更
新
・
撤
去
な
ど
で
対
応
。

【
自
死
・Ｄ
Ｖ
対
策
】

Q
．全
国
で
も
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
、昨

年
の
同
時
期
の
約
１
・
５
倍
。　

本
市
の
Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
は
。

A
．子
育
て
支
援
課
へ
の
Ｄ
Ｖ
に
関
す

る
相
談
の
延
べ
件
数
は
、平
成
30

年
度
は
４
件
、令
和
元
年
度
は
６

件
、令
和
２
年
度
は
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
で
４
件
で
あ
り
、新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

Q
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

A
小
公
園
整
備
の
必
要
性
と
可
能
性
を

念
頭
に
、都
市
計
画
を
推
進
し
た
い
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Q
．有
福
温
泉
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
。

A
．地
域
住
民
・
地
元
企
業
・
旅
館
・

商
工
会
議
所
・
行
政
で
構
成
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
、有
福
温
泉
の

再
生
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す

る
。温
泉
街
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
見

立
て
、泊
ま
る
・
食
べ
る
・
温
泉
入

浴
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

施
設
を
回
遊
し
、室
内
外
で
テ
レ

ワ
ー
ク
が
で
き
る
施
設
を
整
備

し
、石
見
神
楽
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
の
体
験
が
で
き
る
温
泉
地
と
し

て
、再
生
す
る
方
向
性
が
出
さ
れ

て
い
る
。

Q
．検
討
す
べ
き
課
題
は
。

A
．大
型
で
老
朽
化
が
進
む
空
き
旅
館

な
ど
の
再
生
利
用
や
除
却
問
題
、

公
衆
浴
場
の
老
朽
化
問
題
、急
傾

斜
地
崩
壊
地
区
の
問
題
、原
爆
療

養
所
の
跡
地
利
用
な
ど
。

【
江
津
市
公
共
施
設
等
管
理
計
画
】

Q
．令
和
３
年
度
と
今
後
の
解
体
計

画
は
。

A
．令
和
３
年
度
は
旧
川
越
中
学
校
、

旧
川
越
郵
便
局
を
予
定
。今
後

は
、縮
減
目
標
に
対
す
る
年
次
的

更
新
計
画
を
検
討
。

Q
「
有
福
温
泉
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ど
う
再
生
す
る
の
か

A
住
民
・
地
元
企
業
・
行
政
な
ど
で

構
成
し
、再
生
の
方
策
を
検
討

河野 正行

Q
．江
津
市
へ
の
地
域
貢
献
を
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

A
．進
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
し

て
知
名
度
が
高
く
、吹
奏
楽
部
の

訪
問
演
奏
・
定
期
演
奏
、江
津
駅

の
清
掃
活
動
、赤
い
羽
根
共
同
募

金
活
動
な
ど
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い

や
災
害
の
際
に
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、様
々
な
地
域
活

動
に
参
加
さ
れ
、貢
献
度
は
高
い
。

Q
．多
く
の
教
職
員
や
生
徒
の
市
内

で
の
物
品
の
購
買
、寮
生
の
食
材

な
ど
の
調
達
に
よ
る
経
済
的
な

貢
献
度
は
。

A
．３
０
０
人
以
上
の
寮
生
が
い
る
こ

と
で
、国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が

年
間
４
８
０
０
万
円
ぐ
ら
い
あ
る
。

ま
た
、消
耗
品
の
購
入
、生
活
用

品
の
消
費
な
ど
多
く
市
内
経
済
に

貢
献
し
て
い
る
。

Q
．生
徒
募
集
や
様
々
な
魅
力
化
の

た
め
の
施
設
整
備
の
充
実
や
耐

震
化
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
と
思
う
が
、経
営
継
続
の

支
援
は
。

A
．経
営
状
況
や
計
画
の
見
通
し
を
聞

く
中
で
、本
市
の
財
政
状
況
を
ベ
ー

ス
に
し
て
、総
合
的
に
判
断
し
て

調
整
し
協
議
し
て
い
く
。

Q
石
見
智
翠
館
高
校
へ
の
支
援
と

本
市
へ
の
貢
献
は

A
地
域
へ
大
き
な
貢
献
が
あ
り

支
援
に
つ
い
て
協
議
す
る

石橋 孝義

Q
．こ
れ
ま
で
の
総
合
戦
略
の
成
果
は
。

A
．新
規
雇
用
は
、５
年
間
で
３
２
４

人
の
実
績
で
あ
っ
た
。年
間
の
社

会
減
少
数
は
徐
々
に
抑
制
さ
れ
て

き
て
い
る
。

Q
．今
後
の
見
通
し
は
。

A
．新
規
雇
用
は
、５
年
間
で
２
０
０

人
、年
間
の
社
会
減
は
ゼ
ロ
を
目

標
と
し
て
い
る
。

【
Ｉ
Ｔ
、ソ
フ
ト
産
業
の

　
　
　
　
　
　
企
業
誘
致
促
進
】

Q
．促
進
の
い
き
さ
つ
は
。

A
．直
近
の
雇
用
状
況
は
、事
務
系
職

場
に
お
け
る
求
職
者
数
98
人
に
対

し
、求
人
は
15
人
と
依
然
と
し
て

事
務
系
職
場
は
不
足
し
て
い
る
状

況
。そ
の
た
め
多
様
な
職
種
・
働

き
場
の
創
出
に
取
り
組
む
。

Q
．今
後
の
企
業
誘
致
促
進
の
見
通

し
は
。

A
．本
社
や
、本
部
か
ら
離
れ
た
場
所

へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
を

検
討
し
て
い
る
。

Q
総
合
戦
略
の
方
向
性
は

A
事
務
系
職
場
の
企
業
誘
致
の
促
進

有
福
温
泉
の
再
生
を
目
指
す

藤間 義明

Q
．中
学
生
か
ら「
観
光
地
が
と
ぼ
し

い
」「
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
ほ
し

い
」な
ど
の
要
望
が
あ
る
。本
市

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

A
．「
観
光
地
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
」

を
事
業
の
一
つ
に
掲
げ
、有
福
温

泉
や
風
の
国
の
魅
力
化
を
図
っ
て

い
る
。意
見
の
あ
っ
た
中
学
生
が

大
人
に
な
る
頃
に
は「
江
津
市
に

は
い
い
観
光
地
が
あ
る
」「
魅
力
的

な
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
」と
話

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

Q
．コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
・
観
光
を
は
じ

め
、関
係
す
る
業
種
は
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
る
。感
染
対
策
と
と
も

に
、景
気
回
復
の
呼
び
水
と
な
る

政
策
と
支
援
を
求
め
る
。

A
．コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
え
な
い
状
況
が
続
き
、国
や
県

の
事
業
が
見
え
て
い
な
い
が
、疲
弊

す
る
事
業
者
に
直
接
的
な
支
援
が

早
急
に
必
要
と
考
え
て
い
る
。２

回
目
の
応
援
金
を
実
施
す
る
た

め
、支
援
内
容
に
つ
い
て
は
商
工
会

議
所
・
商
工
会
と
検
討
し
て
い
る
。

Q
中
学
生
が
住
み
た
く
な
る

町
づ
く
り
を

A
本
市
ら
し
い
賑
わ
い
の

創
出
を
考
え
て
い
く
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Q
．有
福
温
泉
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
。

A
．地
域
住
民
・
地
元
企
業
・
旅
館
・

商
工
会
議
所
・
行
政
で
構
成
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
、有
福
温
泉
の

再
生
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す

る
。温
泉
街
を
一
つ
の
ホ
テ
ル
と
見

立
て
、泊
ま
る
・
食
べ
る
・
温
泉
入

浴
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

施
設
を
回
遊
し
、室
内
外
で
テ
レ

ワ
ー
ク
が
で
き
る
施
設
を
整
備

し
、石
見
神
楽
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
の
体
験
が
で
き
る
温
泉
地
と
し

て
、再
生
す
る
方
向
性
が
出
さ
れ

て
い
る
。

Q
．検
討
す
べ
き
課
題
は
。

A
．大
型
で
老
朽
化
が
進
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空
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旅
館

な
ど
の
再
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利
用
や
除
却
問
題
、

公
衆
浴
場
の
老
朽
化
問
題
、急
傾

斜
地
崩
壊
地
区
の
問
題
、原
爆
療

養
所
の
跡
地
利
用
な
ど
。

【
江
津
市
公
共
施
設
等
管
理
計
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．令
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後
の
解
体
計

画
は
。
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．令
和
３
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中
学
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を
予
定
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後
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減
目
標
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す
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検
討
。
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有
福
温
泉
再
生
プ
ロ
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ェ
ク
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す
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の
か
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企
業
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行
政
な
ど
で

構
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し
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方
策
を
検
討
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題字：■■ ■■さん
　　　（■■■■■■■■ ■■・■■科■年）

■■ ■■

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

新
庁
舎
２
階
の
議
会
事
務

局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

鍛治  恵巳子
坂手 　 洋介
植田　  好雄
多田 　 伸治
山根  兼三郎
河野　  正行
永岡　  静馬

森脇     悦朗

市議会だより（令和3年5月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

請
願
・
陳
情
締
切
／
５
月
31
日
午
前
中
ま
で

次
回
６
月
定
例
会 

　
今
回
の
一
般
質
問
で
は
、市
議
会
が
12
月
に

江
津
中
学
校
３
年
生
の
み
な
さ
ん
と
行
っ
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
、「
江
津
市
の
課
題
」と

し
て
挙
げ
ら
れ
た「
街
路
灯
の
増
設
」を
取

り
上
げ
ま
し
た
。生
徒
の
み
な
さ
ん
が
自
分

た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と

へ
応
え
な
け
れ
ば
と
、気
合
が
入
り
ま
し

た
。今
後
、他
の
中
学
校
で
も
同
様
の
取
り

組
み
が
実
施
で
き
る
よ
う
、市
議
会
で
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
検
討
す
る
と
い
え
ば
、今
回
の
一
般
質
問

か
ら
、市
執
行
部
が「
検
討
す
る
」と
答
弁
し

た
場
合
、市
執
行
部
が
半
年
後
に
、議
長
に
そ

の
後
の
動
き
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
も
活
か
し
、要
望

の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

 （
多
田  

伸
治
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

情報交換会
9:30～

本会議
（一般質問）

本会議

委員会
（総務民生）

委員会
（議会運営）

9:30～

委員会
（議会運営）

15:00～

10:00～

本会議
（一般質問）

10:00～ 9:30～

委員会
（建設経済）

9:30～

10:00～

議員連絡会

9:30～

全員協議会
9:30～

5/30 31 6/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

日 月 火 水 木 金 土

本会議
14:00～

委員会
（予算決算）

9:30～

ごうつ

「少年自然の家宿泊体験学習」（高角小学校）

58年間、お世話になりました。 県民参加植樹イベント
昭和37年3月から使用していた議場も、令和3年3月議会
で最後となりました。様々なシーンを演出した議場、長い
間お疲れ様でした。

３月13日（土）全国植樹祭100日前を記念
した県民参加植樹イベントが石見海浜公
園で行われ、市議会からも有志が参加し
ました。約100人の参加があり、松くい虫
に耐性のある松を300本植樹しました。
江津市の面積の約80％を森林が占めてい
ます。豊かな水・強靱な国土の源となる森
林を守り、次世代へしっかりと残していく
必要性を強く感じました。３月議会終了後に議席にて
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